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◆議員選挙選任特集
・商工会議所議員の改選にあたり

・商工会議所議員選挙選任について

◆館山観光まつり行事日程決まる！

～メイン行事「館山湾花火大会」は8月8日～

◆守ろう！確かめよう！この最低賃金

～千葉県最低賃金に関するお知らせ～

◆市内共通商品券で地域活性化を！

～利用促進・円滑化にご協力ください～

６月17日に館山に初寄港した客船『ふじ丸』

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.4％（平成19年6月13日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330



団
体
」
で
あ
り
、
普
遍
的
か
つ
公

平
妥
当
な
活
動
を
基
調
と
し
、
都

市
を
中
心
と
す
る
一
定
の
地
区
内

に
有
す
る
商
工
業
の
結
合
の
上
に

立
つ
「
地
域
団
体
」
で
あ
り
ま
す
。

商
工
会
議
所
議
員
は
、
そ
の
最

高
議
決
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
る
議
員
総
会
の
構
成
員
で
あ
っ

て
、
実
質
的
に
は
本
市
の
商
工
業

界
を
代
表
し
て
意
見
を
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
地
域
経
済
の
枢
要
な

諸
問
題
の
審
議
に
参
画
す
る
重
要

な
地
位
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
議

員
は
、
議
員
総
会
に
お
い
て
定
款

や
規
約
の
変
更
、
事
業
計
画
、
収

支
予
算
の
決
定
な
ど
、
会
議
所
運

営
の
基
本
事
項
を
審
議
決
定
す
る

と
と
も
に
、
会
議
所
事
業
の
推
進

に
あ
た
っ
て
意
見
を
反
映
さ
せ
る

と
い
う
重
要
な
任
務
を
も
っ
て
い

ま
す
。

今
後
、
議
員
の
改
選
に
関
し
ま

し
て
は
、
本
商
工
会
議
所
議
員
選

挙
選
任
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
で
事
務
的
手
続
き

が
行
わ
れ
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
本
商
工
会
議
所
活
動
、
そ
の

目
的
等
を
充
分
ご
理
解
い
た
だ

き
、
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
、
館

山
市
商
工
業
の
発
展
な
ら
び
に
地

域
経
済
伸
展
の
た
め
に
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
19
年
７
月

会 議 所 だ よ り
平成19年７月10日（２）

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

館山ジャスコ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

本
商
工
会
議
所
は
、
昭
和
28
年

に
創
立
し
、
爾
来
満
54
年
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
経
済
情
勢
は
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
を
続
け
、
現
下
の
厳

し
い
状
況
下
に
お
い
て
は
一
層
の

組
織
強
化
・
事
業
活
動
の
活
発
化

が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
本
商
工
会
議
所
の
現
職

議
員
全
員
が
平
成
19
年
10
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
館

山
商
工
会
議
所
定
款
な
ら
び
に
館

山
商
工
会
議
所
議
員
選
挙
選
任
規

定
に
よ
り
次
期
議
員
（
平
成
19
年

期
）
の
改
選
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 

http://www.boyodo.co.jp/
TEL 0470（23）5111

商
工
会
議
所
議
員
の
改
選
に
あ
た
り

会
員
・
特
定
商
工
業
者
へ
お
願
い

館
山
商
工
会
議
所
　
会
頭

闍
橋
弘
之今

回
選
挙
選

任
さ
れ
る
議
員

の
任
期
は
、
平

成
19
年
11
月
１

日
か
ら
平
成
22

年
10
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま

す
。い

ま
さ
ら
申

し
上
げ
る
ま
で

も
な
く
、
商
工

会
議
所
は
、
特

定
の
業
種
や
産

業
に
限
定
さ
れ

ず
、
ま
た
企
業

の
大
小
を
問
わ

ず
、
広
く
商
工

業
全
般
を
通
じ

た
「
総
合
経
済

改改改改選選選選間間間間近近近近！！！！



選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
を
互
選

ら
委
任
さ
れ
た
事
項
等
の
決
議
機

関
で
す
。

招
集
の
範
囲
は
、
会
頭
・
副
会

頭
・
専
務
理
事
・
常
議
員
（
以
上

は
議
決
権
を
有
す
る
）
・
監
事

（
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
る

が
議
決
に
加
わ
る
こ
と
は
で
き
な

い
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
各
部
会
長
を
招
集

し
ま
す
。

◇
部
会

部
会
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
適
切
な
改
善
発
達
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
部

会
長
は
議
長
と
な
り
、
部
会
の
決

議
は
常
議
員
会
の
承
認
を
得
て
会

議
所
の
決
議
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

本
会
議
所
に
は
13
の
部
会
が
あ

り
ま
す
。

◇
委
員
会

商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達

を
図
る
目
的
の
た
め
十
分
な
調
査

研
究
が
必
要
で
す
。
日
常
の
調
査

研
究
は
事
務
局
で
継
続
的
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
重
要
な
事
項
は
事

務
局
の
み
で
は
完
全
を
期
し
が
た

い
の
で
、
委
員
会
で
調
査
研
究
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
委
員
会
は

会
議
所
の
任
意
機
関
で
す
か
ら
必

ず
し
も
設
け
る
必
要
は
な
く
、
ま

た
、
設
置
し
て
も
常
置
す
る
こ
と

を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
適
宜
必
要

に
応
じ
て
設
け
る
こ
と
と
な
っ
て

会 議 所 だ よ り
（３）平成19年７月10日

去
る
６
月
12
日
当
所
に
お
い

て
、
第
１
回
選
挙
管
理
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
委
員
10
名
の
互
選
に

よ
り
選
挙
管
理
委
員
長
に
轡
田
節

一
氏
が
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

館
山
商
工
会
議
所
議
員
選
挙
選
任

規
定
に
も
と
づ
き
、
議
員
選
挙
選

任
関
係
の
日
程
を
別
掲
の
と
お
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

◇
館
山
商
工
会
議
所
役
員

会
　
　
頭
　
　
１
名

副
会
頭
　
　
３
名

専
務
理
事
　
　
１
名

常
議
員
　
　
20
名

監
　
　
事
　
　
３
名

◇
議
員
総
会

会
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
か

ら
な
る
最
高
議
決
機
関
で
す
。

招
集
の
範
囲
は
、
全
議
員
（
60

名
）
及
び
全
役
員
、
但
し
議
員
で

な
い
役
員
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
議
決
に
加
わ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
常
議
員
会

議
員
の
う
ち
か
ら
選
出
さ
れ
た

役
員
で
構
成
さ
れ
、
議
員
総
会
に

提
出
す
べ
き
事
項
や
議
員
総
会
か

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

お
り
、
総
務
・
商
業
・
工
業
・
観

光
交
通
・
金
融
・
労
務
・
親
睦
の

７
つ
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

◇
名
誉
会
頭
・
顧
問
・
参
与

本
商
工
会
議
所
の
目
的
達
成
に

必
要
な
重
要
事
項
に
つ
い
て
会
頭

の
諮
問
に
応
じ
、
ま
た
事
業
遂
行

に
関
し
参
与
す
る
。

◇
事
務
局

会
議
所
の
事
業
は
、
執
行
機
関

で
あ
る
役
員
が
こ
れ
を
運
営
・
管

理
し
ま
す
が
、
そ
の
実
行
の
た
め

に
、
法
律
の
定
め
に
よ
り
常
設
の

機
関
と
し
て
事
務
局
を
設
置
し
ま

す
。

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

 
当当当当所所所所議議議議員員員員のののの

平成19年期

当
所
で
は
、
平
成
19
年
８
月
１

日
現
在
の
会
員
名
簿
を
作
成
し
ま

す
。会

員
名
簿
は
３
年
毎
（
前
回
は

平
成
16
年
８
月
１
日
に
発
行
）
に

内
容
を
更
新
し
て
お
り
、こ
の
間
、

事
業
所
の
代
表
者
、
所
在
地
、
連

絡
先
、
営
業
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
左
記
の
と
お
り
当
所

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

◇
連
絡
先

館
山
商
工
会
議
所

（
蕁
22
―
８
３
３
０
）

◇
変
更
締
切
日

平
成
19
年
７
月
25
日
（
水
）

〈
会
員
名
簿
の
内
容
に
変
更
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
〉



会 議 所 だ よ り
平成19年７月10日（４）

蘆
１
号
議
員
の
選
挙
権
に
つ
い
て

は
会
員
の
持
口
数
に
よ
っ
て
次

の
と
お
り
で
す
。

蘆
法
人
・
個
人
・
団
体
と
も
、
１

口
２
票
、
２
口
３
票
、
３
口
４

票
、
特
定
商
工
業
者
１
票
、
こ

の
よ
う
に
会
員
の
会
費
持
口
数

最
初
の
１
口
に
つ
き
２
票
と

し
、
１
口
増
す
ご
と
に
選
挙
権

を
１
票
加
え
ま
す
。
但
し
、
１

会
員
の
有
す
る
選
挙
権
の
個
数

は
最
高
50
票
ま
で
と
し
、
特
定

商
工
業
者
は
１
票
の
選
挙
権
を

持
ち
ま
す
。

◎
選
挙
権
行
使
を
停
止
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か

蘆
選
挙
人
名
簿
確
定
の
日
現
在
で

会
費
未
納
の
会
員
及
び
負
担
金

未
納
の
特
定
商
工
業
者
は
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
選
挙
の
投
票
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
ま
す
か

蘆
８
月
21
日
（
火
）
選
挙
人
名
簿

（
会
員
並
び
に
会
員
で
な
い
特

定
商
工
業
者
）が
確
定
し
ま
す
。

蘆
10
月
12
日
（
金)

午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
に
投
票
所
で

あ
る
当
会
議
所
で
投
票
を
行
い

ま
す
。

蘆
投
票
は
無
記
名
、
単
記
で
す
。

蘆
投
票
に
は
選
挙
立
会
人
が
立
会

い
ま
す
。

蘆
立
会
人
は
選
挙
管
理
委
員
長
が

５
名
以
内
を
委
嘱
致
し
ま
す
。

◎
代
理
人
が
投
票
で
き
ま
す
か

蘆
で
き
ま
す
。
代
理
人
と
な
る
資

格
は
別
に
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

成
年
男
女
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

蘆
代
理
投
票
の
場
合
は
代
理
投
票

証
明
書
を
館
山
商
工
会
議
所
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
本
会

議
所
）
で
交
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
代
理
人
本
人
が
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
捺
印
し
ま
す
。

◎
最
近
新
し
く
会
員
に
加
入
し
た

者
も
選
挙
権
、
被
選
挙
権
が
あ

◎
１
号
議
員
と
は

蘆
会
員
及
び
会
員
以
外
の
特
定
商

工
業
者
が
、
投
票
に
よ
っ
て
会

員
の
う
ち
か
ら
選
挙
し
た
議
員

で
、
会
員
の
代
表
者
で
あ
る
と

と
も
に
会
員
以
外
の
特
定
商
工

業
者
の
代
表
者
で
あ
っ
て
、各

種
の
議
員
中
最
も
重
要
で
あ

る
。

◎
被
選
挙
権
は
会
員
の
誰
に
で
も

あ
る
の
で
す
か

蘆
す
べ
て
の
会
員
は
議
員
の
被
選

挙
権
を
有
し
ま
す
。

蘆
従
っ
て
す
べ
て
の
会
員
は
議
員

に
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

蘆
会
員
で
な
い
特
定
商
工
業
者
は

被
選
挙
権
を
有
し
ま
せ
ん
。

◎
会
員
の
選
挙
権
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か

り
ま
す
か

蘆
選
挙
人
名
簿
調
整（
８
月
１
日
）

ま
で
に
加
入
さ
れ
た
会
員
は
そ

の
権
利
が
あ
り
ま
す
。

◎
立
候
補
の
手
続
き
は
ど
う
な
り

ま
す
か

蘆
１
号
議
員
と
な
ろ
う
と
す
る
会

員
は
９
月
21
日
（
金
）
午
前
９

時
か
ら
10
月
５
日
（
金
）
午
後

４
時
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
長

に
文
書
を
も
っ
て
立
候
補
の
届

出
を
し
ま
す
。

蘆
供
託
金
は
不
要
で
す
。

蘆
本
人
自
ら
立
候
補
し
て
も
よ

く
、
ま
た
本
人
の
承
諾
を
得
て

他
人
を
候
補
者
に
推
薦
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

蘆
立
候
補
辞
退
は
当
選
通
知
を
受

け
た
日
か
ら
３
日
以
内
に
文
書

で
選
挙
管
理
委
員
長
に
届
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
文
書
で

な
い
も
の
や
期
日
以
後
の
届
出

は
受
理
い
た
し
ま
せ
ん
。

蘆
破
産
者
、
準
禁
治
産
者
、
受
刑

者
な
ど
の
欠
格
通
知
（
定
款
参

照
）
に
該
当
す
る
者
は
議
員
の

立
候
補
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
無
投
票
の
場
合
が
あ
り
ま
す
か

蘆
候
補
者
の
総
数
が
議
員
定
数
を

超
え
な
い
場
合
は
投
票
を
行
え

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
前
述
の

と
お
り
告
示
い
た
し
ま
す
。

◎
選
挙
は
ど
の
よ
う
な
機
関
で
執

行
さ
れ
ま
す
か

蘆
議
員
の
選
挙
、
選
任
は
一
切
館

山
商
工
会
議
所
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
い
ま
す
。

館
山
商
工
会
議
所
議
員
は
定
員
60
名
で
す
。
1
号

議
員
30
名
、
2
号
議
員
21
名
、
3
号
議
員
9
名
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

1
号
議
員

商
工
会
議
所
議
員
の

選
挙
選
任
に
つ
い
て

館
山
商
工
会
議
所
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

轡
　
田
　
節
　
一

◎
そ
の
他
に
つ
い
て

蘆
開
票
は
、
投
票
が
終
わ
っ
て
午

後
５
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

当
選
人
が
１
号
議
員
の
定
数
の

４
／
５
を
超
え
る
と
き
は
再
選

挙
を
行
い
ま
せ
ん
。

蘆
議
員
定
数
の
当
選
が
確
定
し
た

と
き
、
そ
の
氏
名
を
告
示
い
た

し
ま
す
。

蘆
新
議
員
が
決
定
し
て
か
ら
定
款

所
定
の
方
法
で
正
副
会
頭
、
専

務
理
事
、
常
議
員
、
監
事
な
ど

の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

◎
特
定
商
工
業
者
と
は
何
で
す
か

蘆
館
山
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

20
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業

に
つ
い
て
は
５
人
）
以
上
で
あ

る
も
の
、
ま
た
は
資
本
金
額
又

は
払
込
済
出
資
総
額
が
３
０
０

万
円
以
上
で
あ
る
者
は
法
律
の

定
め
に
よ
っ
て
特
定
商
工
業
者

と
な
り
ま
す
。

蘆
特
定
商
工
業
者
は
本
商
工
会
議

所
の
法
定
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま

す
。

蘆
同
者
は
、
経
費
負
担
金
と
し
て

１
ヵ
年
１
名
金
千
円
（
平
成
19

年
度
分
と
し
て
千
葉
県
知
事
許

可
）
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

蘆
同
者
は
、
本
会
議
所
議
員
選
挙

の
１
号
議
員
の
選
挙
に
限
っ
て

１
名
１
票
の
選
挙
権
が
あ
り
ま

す
。（
被
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ

ん
）

蘆
特
定
商
工
業
者
の
う
ち
大
部
分



会 議 所 だ よ り
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の
方
は
、
既
に
当
会
議
所
の
会

員
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
と
し
て
の
所
定
の
選
挙

権
、
被
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

蘆
そ
の
他
、
特
定
商
工
業
者
の
権

利
義
務
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
本
会
議
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
立
候
補
届
出
諸
用
紙
に
つ
い
て

蘆
立
候
補
届
出
書
及
び
立
候
補
者

推
薦
届
出
書
、
立
候
補
辞
退
届

出
書
等
用
紙
は
、
本
会
議
所
事

務
局
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
２
号
議
員
と
は

蘆
会
議
所
の
会
員
は
、
業
種
別
に

そ
れ
ぞ
れ
部
会
（
13
部
会
）
に

所
属
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
部
会
に
お
い
て
選
任
さ

れ
た
議
員
が
２
号
議
員
で
す
。

１
号
議
員
の
み
で
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
一
部
の
業
種
や
業
態

に
偏
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
補
い
職
能
代
表
的
性
格

を
附
与
し
、
各
部
会
を
代
表
し

ま
す
。

◎
選
任
方
法
は

蘆
８
月
31
日
（
金
）
現
在
の
部
会

員
に
よ
っ
て
、
各
部
会
ご
と
に

９
月
４
日
（
火
）
か
ら
９
月
14

日
（
金
）
の
間
に
「
部
会
の
会

議
」
を
開
催
し
、
所
属
す
る
部

会
員
に
よ
っ
て
選
任
し
ま
す
。

蘆
２
つ
以
上
の
部
会
に
所
属
し
て

い
る
会
員
は
、
当
会
議
所
の
定

款
第
47
条
第
４
項
に
よ
り
、
あ

ら
か
じ
め
本
人
の
希
望
に
よ
っ

て
い
ず
れ
か
１
つ
の
部
会
に
お

い
て
の
み
２
号
議
員
に
選
任
さ

れ
、
ま
た
は
当
該
議
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
部
会
に
対
す
る
２
号
議
員
の
割

り
当
て
方
法
は

蘆
館
山
商
工
会
議
所
議
員
選
挙
選

任
規
程
に
よ
り
、
そ
の
部
会
員

数
及
び
そ
の
部
会
員
が
有
す
る

選
挙
権
の
個
数
を
勘
案
し
た
も

の
を
参
考
に
し
て
、
８
月
下
旬

の
常
議
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

◎
３
号
議
員
と
は

蘆
会
頭
が
常
議
員
会
の
意
見
を
徴

し
て
以
下
の
各
号
の
１
つ
に
該

当
す
る
会
員
の
な
か
か
ら
選
任

さ
れ
た
議
員
で
す
。
会
員
と
会

員
以
外
の
特
定
商
工
業
者
の
代

表
で
あ
る
１
号
議
員
及
び
会
員

の
職
能
代
表
で
あ
る
２
号
議
員

の
２
種
類
の
議
員
を
置
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
会
員
及
び
特
定
商

工
業
者
の
意
思
を
一
応
公
平
に

反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
、
業

態
、
地
域
を
網
羅
し
議
員
総
会

の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
に

選
任
し
ま
す
。

１
、
本
商
工
会
議
所
の
運
営
維
持

に
功
労
の
あ
る
者

２
、
学
識
経
験
の
あ
る
者

３
、
地
域
を
代
表
す
る
も
の

◎
選
任
は
い
つ
ど
こ
で
行
わ
れ
ま

す
か

蘆
８
月
下
旬
の
常
議
員
会
で
行
わ

れ
ま
す
。

2
号
議
員

3
号
議
員

館
山
商
工
会
議
所
と
館
山
市
観

光
協
会
で
は
、
本
年
２
月
〜
４
月

ま
で
実
施
さ
れ
た
「
ち
ば
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
期
間
中
、
市
内
の
旅
館
・
民

宿
・
ホ
テ
ル
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
泊

ま
っ
た
宿
泊
客
に
応
募
用
紙
を
配

布
し
、
抽
選
で
市
内
か
ら
選
り
す

ぐ
っ
た
銘
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

「
春
の
た
て
や
ま
・
ま
る
ご
と
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
！
」
を
実
施
し
た
。

宿
泊
客
の
増
加
と
地
場
産
品
等
の

販
売
促
進
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ

た
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
４，

４

６
７
件
の
応
募
が
あ
り
、
闍
橋
弘

之
（
商
工
会
議
所
会
頭
）、
鈴
木

ち
ば
Ｄ
Ｃ
　
春
の
た
て
や
ま
・

ま
る
ご
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！
抽
選
会
を
開
催

累計 

2月 

3月 

4月 

415,366 

151,104 

159,034 

105,228 

381,195 

128,499 

164,481 

88,215

109.0 

117.6 

96.7 

119.3

129,022 

38,880 

50,530 

39,612

109,424 

30,857 

45,771 

32,796

117.9 

126.0 

110.4 

120.8

平成19年 平成18年 対前年比 対前年比 平成19年 平成18年 

観光レクリエーション（23箇所） 宿泊施設（111箇所） 

人 人 ％ 人 人 ％ 

保
（
観
光
協
会
会

長
）、
山
本
義
明

（
観
光
協
会
副
会

長
）、
小
金
晴
男

（
観
光
協
会
副
会

長
）
に
よ
る
抽
選

の
結
果
５
６
８
件

が
当
選
し
た
。

「
ち
ば
Ｄ
Ｃ
」

の
期
間
中
の
入
り

込
み
状
況
は
、
市

内
の
主
要
観
光
施

設
（
23
施
設
）
と

宿
泊
施
設
（
１
１

１
施
設
）
の
サ
ン

プ
リ
ン
グ
に
よ
る

前
年
度
対
比
に
よ

る
と
、
主
要
観
光

施
設
で
は
総
計
で

４
１
５，

６
３
６

人
、
前
年
対
比
で

１
０
９
・
０
％
の
入
り
込
み
が
あ

り
、
施
設
の
中
に
は
前
年
対
比
で

60
％
の
増
加
を
記
録
し
た
施
設
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
で
は
、

総
計
で
１
２
９，

０
２
２
人
、
前

年
対
比
で
１
１
７
・
９
％
の
入
り

込
み
結
果
と
な
っ
た
。



〈
行
事
日
程
〉

【
７
月
14
日
（
土
）
〜
15
日
（
日
）】

蘆
長
須
賀
地
区
祭
礼

【
７
月
15
日
（
日
）】

蘆
Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ー
プ
ン

２
０
０
７
館
山

【
７
月
16
日
（
月
）】

蘆
第
11
回
館
山
国
際
オ
ー
プ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

【
７
月
21
日
（
土
）
〜
22
日
（
日
）】

蘆
那
古
地
区
祭
礼

【
７
月
28
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）】

蘆
船
形
地
区
祭
礼

【
７
月
29
日
（
日
）】

蘆
第
41
回
鏡
ヶ
浦
横
断
遠
泳
大
会

会 議 所 だ よ り
平成19年７月10日（６）

【
８
月
１
日
（
水
）
〜
２
日
（
木
）】

蘆
館
山
地
区
祭
礼

【
８
月
４
日
（
土
）】

蘆
第
24
回
銀
座
ま
つ
り
「
ふ
れ
あ

い
の
街
」

【
８
月
５
日
（
日
）】

蘆
第
32
回
長
須
賀
納
涼
露
店
市

【
８
月
８
日
（
水
）】

蘆
第
44
回
館
山
観
光
ま
つ
り
館
山

湾
花
火
大
会

蘆
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ

蘆
護
衛
艦
し
ら
ゆ
き
電
灯
艦
飾

蘆
に
っ
ぽ
ん
丸
満
船
飾

蘆
浜
辺
で
フ
ラ
ダ
ン
ス

【
８
月
８
日
（
水
）
〜
９
日
（
木
）】

蘆
第
14
回
電
光
ひ
か
り
大
文
字

【
８
月
９
日
（
木
）】

蘆
那
古
納
涼
歌
謡
シ
ョ
ー
・
那
古

観
音
四
万
六
千
日

【
８
月
10
日
（
金
）】

蘆
安
房
神
社
例
祭

【
８
月
12
日
（
日
）】

蘆
第
13
回
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ア
セ
・
ム

ー
チ
ョ
・
カ
ロ
ー
ル

※
な
お
、
８
月
８
日
の
花
火
大
会

に
あ
わ
せ
臨
時
列
車
を
運
行
さ
れ

ま
す
。

臨
時
列
車
は
、〔
上
り
〕
館
山

21
時
25
分
（
木
更
津
着
22
時
48
分
）

と
、〔
下
り
〕
館
山
発
21
時
30
分

（
安
房
鴨
川
着
22
時
11
分
）
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

６
月
28
日
当
所
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
「
館
山
観
光
ま
つ
り
」
実
行

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
は
、
７
月
15
日
〜
８
月
10
日
ま
で
を
「
館

山
観
光
ま
つ
り
」
の
期
間
と
し
、
メ
イ
ン
行
事
の
「
館
山
湾
花
火
大
会
」

は
例
年
ど
お
り
８
月
８
日
に
決
定
し
た
。
行
事
日
程
は
以
下
の
と
お
り
。

 

 

P

２１：３０ 

会場周辺の路上駐車は禁止です。 

※花火大会を船舶で見物する場合は、船舶同士の接触などに十分、気をつけてください。 

※
関
係
機
関
と
協
議
中
に
つ
き
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

21：00～23：00まで周辺道路は
渋滞が予想されますので、公共交
通機関をご利用下さい。 

『
東
関
東
自
動
車
道
全
線
開
通
記
念
』

第
44
回
館
山
観
光
ま
つ
り
行
事
日
程
決
ま
る
！

8／8贓
花火大会交通規制案内図
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※詳しい内容のお問い合わせや、資料請求は館山商工会議所（TEL22-8330まで） 

◆小規模企業共済 
◆火災共済 
◆自動車共済 
◆自動車事故見舞金共済 
◆中小企業PL（製造物責任）保険 
 

◆休業補償プラン 
◆個人情報漏えい賠償責任保険 
◆なのはな共済 
◆特定退職金共済 
◆大型保障プラン 
 

◆終身保障プラン 
◆終身医療保障プラン 
◆逓増定期特約付終身保険 
◆98歳満了定期保険 

１．

最
低
賃
金
制
度
と
は
？

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低

限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
制
度
で
す
。

最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
事

業
場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用
形
態

や
呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

仮
に
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃

金
を
労
使
合
意
の
上
で
定
め
て

も
、
そ
れ
は
法
律
に
よ
り
無
効
と

さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
定

め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。

２．

最
低
賃
金
は
ど
の
よ
う
な
賃

金
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
す

か
？最

低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

は
、
通
常
の
労
働
時
間
、
労
働
日

に
対
応
す
る
賃
金
に
限
ら
れ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
実
際
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
か
ら
次
の
賃
金
を
除

外
し
た
も
の
が
最
低
賃
金
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結

婚
手
当
な
ど
）

②
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
て
い
る
賃
金
（
賞
与
な

ど
）

③
所
定
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間

の
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃

金
（
時
間
外
割
増
賃
金
な
ど
）

④
所
定
労
働
日
以
外
の
労
働
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
休
日
割

増
賃
金
な
ど
）

⑤
午
後
10
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で

の
間
の
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ

る
賃
金
の
う
ち
、
通
常
の
労
働
時

間
の
賃
金
の
計
算
額
を
超
え
る
部

分
（
深
夜
割
増
賃
金
な
ど
）

⑥
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び

家
族
手
当

３．

最
低
賃
金
以
上
と
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
調
べ
る
の
で
す
か
？

す
べ
て
の
地
域
別
最
低
賃
金
と

大
部
分
の
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ

い
て
は
、
時
間
額
の
み
の
表
示
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
産
業

別
最
低
賃
金
は
、
従
前
ど
お
り
日

額
と
時
間
額
の
両
方
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

日
額
と
時
間
額
の
両
方
が
定
め

ら
れ
て
い
る
産
業
別
最
低
賃
金
の

適
用
さ
れ
る
労
働
者
の
範
囲
に
つ

い
て
は
、
従
前
ど
お
り
時
間
額
は

時
間
給
制
の
労
働
者
に
、
日
額
は

時
間
給
制
以
外
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。実

際
の
賃
金
が
最
低
賃
金
額
以

上
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
に
は
、
上
記
２
に
記
載
さ
れ

て
い
る
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る

賃
金
額
と
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金

額
を
次
の
方
法
で
比
較
し
ま
す
。

あ
な
た
の
給
与
の
支
払
わ
れ
方

が
、

①
時
間
給
場
合

時
間
給
　
最
低
賃
金
額
（
時

間
額
）

②
日
給
の
場
合

日
給
÷
１
日
の
所
定
労
働
時

間

最
低
賃
金
（
時
間
額
）

た
だ
し
、
日
額
が
定
め
ら
れ
て

い
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
日
給
≧
最

低
賃
金
（
日
額
）

③
①
、
②
以
外
（
週
休
、
月
給
等
）

の
場
合

賃
金
額
を
時
間
当
た
り
の
金

額
に
換
算
し
、
最
低
賃
金
額

（
時
間
額
）
と
比
較
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
額
が
定
め
ら
れ
て

い
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
賃
金
額
と

最
低
賃
金
額
の
日
額
の
そ
れ
ぞ

れ
を
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換

算
し
て
比
較
し
ま
す
。

〈
守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！
こ
の
最
低
賃
金
〉

〜
千
葉
県
最
低
賃
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〜

千葉労働局   賃金室   http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp

時間額 

687円 

775円 

806円 

794円 

791円 

776円 

756円 

786円 

発効日 

18.10. 1 
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調 味 料 製 造 業 ※ 

鉄 　 　 鋼 　 　 業 

　　　　　　　　※ 

 

精密機械器具製造業 

各 種 商 品 小 売 業 

自動車（新車）小売業 

一般機械器具製造業 

産
　
業
　
別
　
最
　
低
　
賃
　
金 

千 葉 県 最 低 賃 金 

件　　　名 

電気機械器具※ 
情報通信機械器具 

電子部品・デバイス製造業 

産業別最低賃金が適用され 
ない全ての労働者に適用さ 
れます 

次の労働者には千葉県最低 
賃金が適用されます。 
・ 18歳未満又は65歳以上 
　の者 
・ 雇入れ後6月未満の者で 
　あって技能習得中の者 
・ 清掃又は片付けの業務 
　に主として従事する者 
※印は適用されない業種が 
　あります 

‖V

‖V
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な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
商
業
協
同
組
合
で
は
、

消
費
者
が
共
通
商
品
券
を
利
用
し

た
場
合
の
特
典
や
サ
ー
ビ
ス
を
加

盟
店
か
ら
募
集
し
て
い
る
。

〈
特
典
・
サ
ー
ビ
ス
〉

三
条
屋
で
は
商
品
券
ご
利
用
の

お
客
様
に
、
刃
物
の
砥
ぎ
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
通
常
１
本
５
０
０

円
の
砥
ぎ
に
つ
い
て
、
共
通
商
品

券
１，

０
０
０
円
の
場
合
３
本
お

砥
ぎ
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

な
お
、
あ
ら
た
に
１
店
舗
が
加

盟
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
新
規
加
盟
店
〉

◇
㈲
石
鍋
飯
店
　
飲
食
業

※
商
業
協
同
組
合
へ
の
加
盟
や
特

典
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
館
山
市
商
業
協
同
組

合
事
務
局
（
蕁
22
―
８
３
３
０
）

ま
で

館
山
市
商
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
　
廣
井
武
雄
）
の
市
内
共
通

商
品
券
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
・
地
域
外
へ
の
顧
客
流
出
防
止

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

館
山
市
職
員
等
の
協
力
も
あ

り
、
贈
答
用
の
み
な
ら
ず
日
頃
の

お
買
物
に
も
多
数
の
ご
利
用
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
加
盟
店
に

お
い
て
は
、
気
持
ち
良
く
商
品
券

の
利
用
が
で
き
る
よ
う
接
客
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
利
便
性
向
上
を
目
指
し

加
盟
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
共
通
商
品
券
の
特
徴
は
、

①
販
売
手
数
料

加
盟
店
が
共
通
商
品
券
を
購
入

す
る
と
き
は
、
組
合
よ
り
加
盟
店

に
２
％
の
販
売
手
数
料
を
支
払

う
。

②
交
換
手
数
料

加
盟
店
が
使
用
済
み
商
品
券
を

換
金
す
る
と
き
は
、
組
合
に
５
％

の
交
換
手
数
料
を
支
払
う
。

③
半
券
サ
ー
ビ
ス

再
流
通
を
防
止
す
る
た
め
、
半

券
切
り
取
り
方
式
を
採
用
。
消
費

者
は
、
半
券
５
万
円
分
で
、
５
０

０
円
の
商
品
券
と
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
加
盟
店
や
消
費
者
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
に
と
っ
て
も
有
益

当
所
で
は
６
月
７
日
（
木
）
に

『
接
客
応
対
実
践
セ
ミ
ナ
ー
』
を

開
催
し
た
。

当
日
は
、
接
客
や
営
業
な
ど
顧

客
と
接
す
る
機
会
の
多
い
従
業
員

が
約
40
名
出
席
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
顧
客
満
足
へ
の

実
践
例
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
、
講

師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
出
席
者

も
実
技
に
取
り
組
ん
だ
。

出
席
者
か
ら
は
、
職
場
に
帰
り

す
ぐ
に
役
立
つ
大
変
充
実
し
た
内

容
だ
っ
た
と
好
評
で
あ
っ
た
。

館
山
地
区
工
業
経
営
研
究
会

（
会
長
吉
田
孝
）
で
は
、
６
月
８

日
（
金
）
に
船
橋
市
の
㈱
森
精
機

製
作
所
千
葉
事
業
所
と
千
葉
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ン
タ
の
見
学
会
を
開
催

し
た
。

㈱
森
精
機
は
、
世
界
最
高
水
準

の
工
作
機
械
製
造
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
日
頃
工
作
機
械
を
使
っ
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
参
加
者
も
そ
の

最
新
機
種
の
性
能
に
は
感
心
し
き

り
で
あ
っ
た
。

工
業
経
営
研
究
会
で
は
、
加
工

技
術
の
研
究
や
経
営
に
関
す
る
情

報
交
換
な
ど
に
今
後
も
積
極
的
に

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
、
障
害
者
の
社
会
参
加
機
会
が
高
ま
る
な
か
、

車
椅
子
を
使
う
人
が
車
な
ど
で
町
に
出
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
市
内
で
も
、
公
共
施
設
は
も
と
よ
り
民
間
の
大
型
店
舗
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
に
便
宜
を
は
か
る

た
め
、
店
の
入
口
に
近
い
場
所
に
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
独
自
に
設
置
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
車
椅
子
を
使
用
す
る
人
か
ら
「
健
常
者
の
車
が
こ
の
ス
ペ

ー
ス
に
駐
車
し
て
い
る
こ
と
が
最
近
増
え
て
き
て
、
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
い
て
い
る
事
も
多
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、
い
つ
、
本
当
に
必
要

と
し
て
い
る
人
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
身
近
な
事
か
ら
マ
ナ
ー
を
守

り
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
と
健
常
者
が
普
通
に
生
活
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

〈
接
客
応
対

実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〉

〈
㈱
森
精
機
の

工
場
見
学
を
実
施
〉

〈
公
共
施
設
、
大
型
店
舗
な
ど
の
障
害
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
車
椅
子
や
障
害
の
あ
る
人
に
優
先
を
〉

〜
健
常
者
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
〜

天保年間創業・通産大臣賞受賞・全国伝統的工芸品 

千葉県指定伝統的工芸品（小糸の煙火） 

代表取締役  福 山 一 郎 

千葉県君津市外箕輪 4丁目10番20号 
蕁0439（55）7033

〈
市
内
共
通
商
品
券
で
地
域
活
性
化
を
！
〉

〜
利
用
促
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜
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ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
で
飲
め
る
の
が
良

い
で
す
ね
。体
の
事
を
考
え
る
と
、

家
に
も
欲
し
い
で
す
。

４．

こ
れ
か
ら
の
商
売
の
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い

原
田
‥
こ
れ
か
ら
も
っ
と
地
域
密

着
型
の
ガ
ス
屋
さ
ん
に
な
り
た
い

で
す
ね
。
お
客
様
と
密
に
接
す
る

事
で
、
親
戚
の
よ
う
な
関
係
に
な

り
た
い
で
す
ね
。

三
浦
‥
毎
日
使
う
も
の
だ
け
に
、

何
か
あ
っ
た
時
に
は
直
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
街
の
ガ
ス
屋
さ
ん
は

心
強
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！

５．

商
工
会
議
所
メ
ン
バ
ー
だ
け

の
お
買
い
得
情
報
を
是
非
!!

原
田
‥
分
か
り
ま
し
た
！
で
は
今

力
を
入
れ
て
い
る
「
富
士
の
湧

水
」。
こ
れ
を
ご
契
約
し
て
く
れ

た
方
に
、
ボ
ト
ル
１
本
（
11
・
４

Ｌ
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
よ
。
ち

な
み
に
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
レ
ン

タ
ル
で
月
５
０
０
円
。
２
箇
所
の

ノ
ズ
ル
か
ら
常
に
90
℃
の
お
湯
と

６
〜
10
℃
の
冷
水
が
飲
め
ま
す
。

通
常
「
富
士
の
湧
水
」
は
３
ガ
ロ

ン
ボ
ト
ル
１
本
１
、
６
０
０
円
で

す
。

三
浦
‥
こ
れ
は
お
徳
で
す
ね
。
原

田
委
員
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
詳
し
い
内
容
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
下
さ
い
。
こ
の
勢
い
で
夏
の

「
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
」「
ア
セ
・

ム
ー
チ
ョ
・
カ
ロ
ー
ル
」
も
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
！

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
最
近
腹

回
り
の
脂
肪
が
気
に
な
り
だ
し
た

総
務
委
員
会
三
浦
祥
範
で
す
。
前

回
始
ま
り
ま
し
た
「
負
け
る
も
ん

か
！
我
が
商
売
！
」
も
２
回
目
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
原
田
地
域
開

発
委
員
長
の
事
業
所
「
譌
南
総
高

圧
」
を
大
特
集
。
本
業
以
外
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
も
積
極
的
で
、
原
田
さ

ん
の
地
域
に
根
付
い
た
セ
ー
ル
ス

が
青
年
部
活
動
に
も
生
か
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

１．

商
売
は
い
つ
か
ら
始
め
た
？

原
田
‥
会
社
（
有
）
南
総
高
圧
は

平
成
２
年
か
ら
で
す
。
商
売
は
30

年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
。

三
浦
‥
法
人
と
し
て
は
新
し
い
で

す
が
、
歴
史
は
古
い
で
す
ね
。

２．

主
に
扱
っ
て
い
る
商
品
は
？

原
田
‥
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
販
売
で
す
。

こ
れ
に
関
連
し
た
機
器
も
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
よ
。（
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
Ｏ
Ｋ
で
す
。
何
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
！
）

三
浦
‥
会
社
に
ガ
ス
特
有
の
ボ
ン

ベ
が
無
い
の
で
、
外
観
か
ら
は
ガ

ス
屋
さ
ん
と
は
分
か
ら
な
い
で
す

ね
。

原
田
‥
事
務
所
の
後
ろ
に
ボ
ン
ベ

庫
が
あ
り
ま
す
よ
（
笑
）

※
こ
こ
で
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
基
礎
知
識
！

原
田
　
貴
行

（
青
年
部
　
地
域
開
発
委
員
会

委
員
長
）

譌
南
総
高
圧

館
山
市
北
条
２
２
１
８
―
１

蕁
23
―
９
５
６
３

薨
23
―
９
５
６
４

http://w
w
w
.geocities.jp/

nsk_lpgass/

去
る
６
月
７
日
（
木
）
館
山
商

工
会
議
所
会
議
室
に
お
い
て
経
営

研
究
委
員
会
主
催
の
勉
強
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
秋
山
会
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
50
周
年
事
業
進
行
状

況
の
説
明
後
、
各
担
当
副
会
長
の

事
業
説
明
に
移
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
移
住
者
に
聞
こ
う
！

で
は
、
船
形
に
お
住
ま
い
に
な
っ

た
山
闢
さ
ん
と
正
木
岡
に
お
住
ま

充実した設備と細かい 
サービス～大型印刷機 
ラインナップ 

○チラシ・パンフレット印刷 
○オンデマンド印刷 
　データ入稿～印刷～製本 
○NEWショッピング（集合広告） 
　毎月第3日曜日発行（新聞折込） 
●ぜひご覧ください！ 

 

株式会社　集賛舎 
館山本社 
館山市山本226　〒294-0014 
電話0470-22-2277　FAX0470-23-2278 

千葉支社 
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813 
電話043-300-8661　FAX043-300-8665 

鴨川営業所 
鴨川市横渚1067-3　第1亀屋ビル3階　〒296-0001 
電話04-7093-2377　FAX04-7099-1024 

東京支社 
東京都中央区京橋3-3-4　森ビル2階　 
〒104-0031 
電話03-3516-3440　FAX03-3516-3449

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
く
、

無
色
透
明
・
無
臭
で
す
。
で
す
か

ら
ガ
ス
に
は
わ
ざ
と
く
さ
い
臭
い

を
付
け
、
ガ
ス
が
漏
れ
た
時
す
ぐ

に
分
か
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま

す
。
万
が
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
い
る

と
気
づ
い
た
時
は
ま
ず
ガ
ス
屋
さ

ん
に
連
絡
し
て
、
吐
出
し
口
の
窓

を
開
け
て
ほ
う
き
で
掃
き
出
し
な

が
ら
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
間
違
っ

て
も
電
気
を
付
け
た
り
、
換
気
扇

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
は
駄
目
で

す
よ
。（
そ
こ
か
ら
火
花
が
出
て

引
火
の
危
険
性
あ
り
！
）

３．

皆
さ
ん
が
知
ら
な
い
意
外
な

商
品
は
あ
り
ま
す
か
？

原
田
‥
今
、
我
が
社
で
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
の
宅
配
で
す
。「
富
士
の
湧
水
」

と
い
っ
て
、
富
士
山
地
下
２
０
０

ｍ
か
ら
汲
み
上
げ
た
水
で
す
。
健

康
の
為
に
飲
む
水
で
、
軟
水
な
の

で
飲
み
や
す
く
料
理
な
ど
に
使
っ

て
も
い
い
で
す
ね
。
最
近
話
題
の

バ
ナ
ジ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
冷
水
と
温
水
が
瞬
時
に
出
せ

る
専
用
の
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
置

い
て
、
オ
フ
ィ
ス
や
ご
家
庭
に
お

届
け
を
し
て
い
ま
す
よ
。

三
浦
‥
近
年
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
売
れ
て

い
ま
す
が
、
冷
・
温
水
の
出
る
デ

〈
新
企
画
‥
「
ま
け
る
も
ん
か
！
我
が
商
売
」
第
2
回
〉

い
に
な
っ
た
山
田
さ
ん
、
ま
た
市

役
所
よ
り
商
工
観
光
課
の
谷
野
さ

ん
、
企
画
課
の
小
柴
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
崎
さ
ん
、

山
田
さ
ん
か
ら
移
住
の
経
緯
と
現

在
の
暮
ら
し
振
り
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
違
う
視
点
か
ら
見

た
館
山
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
住

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
な
く
な

っ
て
い
る
館
山
の
良
い
所
と
悪
い

と
こ
ろ
を
認
識
で
き
る
よ
い
機
会

に
な
り
皆
で
記
念
事
業
を
考
え
る

第
１
歩
に
な
っ
て
と
感
じ
る
勉
強

会
に
な
り
ま
し
た
。

経
営
研
究
委
員
会

委
員
長
　
秋
山
大
介

経
営
勉
強
会
を
開
催



会 議 所 だ よ り
平成19年７月10日（10）

館商議選第１号
平成19年７月９日

館山商工会議所選挙管理委員会

委員長 轡 田 節 一

告　　示
このたび館山商工会議所議員任期満了（平成19年10月31日）に伴い、館山商工会議所定款並び

に館山商工会議所議員選挙選任規定にもとづき、議員選挙選任関係の日程を下記のとおり決定いた

しましたので告示いたします。

記

議員選挙選任関係日程表
月　日 

８月１日 

８月６日 

８月９日 

８月16日 

８月21日 

８月下旬 

８月下旬 

８月31日 

９月４日 

 

 
９月20日 

 

 
10月５日 

 
 

10月19日 

10月22日 

10月31日 

曜日 

水 

月 

木 

木 

火 

 

 

金 

火 

 

 
木 
 
 
 
金 

 
 

金 

月 

水 

　　　　  種　　　別 

選挙人名簿の調製 

選挙人名簿縦覧開始告示 

選挙人名簿異議申立開始 

選挙人名簿異議申立締切 

選挙人名簿確定 

3号議員選任 

2号議員各部会選出日決定 

2号議員選任に関し、部会員確定 

3号議員選任確定告示 

 

 
2号議員選任確定告示 

 

 
1号議員立候補締切 

 
 

1号議員当選人確定告示 

当選議員並びに選任議員告示 

現議員任期満了 

　　　　　　　備　　　　　考 

8月1日現在の会員及び特定商工業者 

商工会議所掲示 

 

締切時刻　午後4時 

 

常議員会にて3号議員選任及び各部会の2号議員の割当数決定 

各部会長連絡会議 

 

商工会議所掲示 

 

 
商工会議所掲示 

 

 
午後4時締切 

 
 

商工会議所掲示 

商工会議所掲示 

 

10月12日 

９月21日 

９月４日 
９月14日 

～ ～ 

火 
金 

金 

金 

2号議員の選任 各部会開催 

 

商工会議所掲示 
商工会議所 

1号議員投票日時･選挙場所告示 
1号議員立候補受付開始 

1号議員選挙投票日 
開票 

午前9時から午後4時まで 
午後5時30分から 

会議所窓口相談  法律・税務・商工相談 

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週 
　水曜日 
 （午前中） 

毎月第３金曜日 
・中小企業金融公庫（13時～15時） 
・国民生活金融公庫（10時～12時） 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      齊  藤  晃  夫先生 

　　　      宮  闢  健  一先生 

　　　      仲  村  　  榮先生 

 

■ 

■ 

 

 

 

 

　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 




